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表紙
の
ことば 　真夏の早朝、鶴岡市白山のほ場では、特産「だだちゃ豆」の収穫作業が行

われていました。機械化が進み、様々工夫を凝らしていますが、鮮度保持の
ため連日夜が明ける前から作業を始め、朝露で全身を濡らしながらの大変な
作業です。
　この地で百年以上前に創選された「だだちゃ豆」は、それぞれの農家が代々
大切に守り伝え、その芳醇な味わいで、今や全国的に知られる味になりました。
これからも貴重な鶴岡の在来作物として、大切に受け継がれていきます。

（吉住喜之推進委員）

だだちゃ豆の収穫
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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
対

応
に
係
る
農
業
支
援
策
に
関
す
る

要
望
書

　
支
援
策
の
周
知
、
農
畜
産
物
の

需
要
回
復
に
つ
な
が
る
需
要
喚
起

策
の
構
築
に
つ
い
て

　
市
長
か
ら
は
、Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
に

つ
い
て
、
様
々
な
分
野
か
ら
講
師

を
起
用
し
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た

担
い
手
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
り
、
農
業

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
公
開

講
座
で
農
業
用
機
械
の
事
故
防
止

策
や
専
門
家
に
よ
る
指
導
が
可
能

か
ど
う
か
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
方
に
漏
れ
な
く
情
報
が
届

く
よ
う
に
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
周
知

を
図
り
、
農
畜
産
物
の
購
入
支
援

活
動
等
、
で
き
る
限
り
の
応
援
を

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
現

場
の
生
の
声
を
関
係
機
関
へ
伝
え

て
い
き
ま
す
。

　
７
月
７
日
、
渡
部
会
長
は
じ
め

四
役
が
皆
川
市
長
を
訪
問
し
、
以

下
の
３
つ
の
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

▼
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
運
営
に
関
す
る

要
望
書

　
雇
用
を
生
み
出
す
大
規
模
な
企

業
的
経
営
者
の
育
成
、
学
生
と
地

域
と
の
交
流
、
地
元
で
の
雇
用
就

農
の
推
奨
に
つ
い
て

▼
農
作
業
の
事
故
防
止
等
に
関
す

る
要
望
書

　
事
故
の
典
型
的
事
例
の
周
知
、

農
業
用
機
械
の
技
術
習
得
機
会
・

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

農
業
の
安
全
確
保
や
支
援
策
等

に
関
す
る
要
望
書
を
市
長
へ
提

出
し
ま
し
た

l農 l業 l委 l員 l会 l活 l動 l報 l告 l

農地利用最適化推進委員を募集します
鶴岡市農地利用最適化推進委員の次期委嘱（令和 2年１１月）に向け委員を募集します。

募集
期間

応募
方法

任期

令和２年９月１４日（月）～令和２年１０月９日（金）

３年 （令和２年１１月２６日～令和５年１１月２５日）

必着

「団体・農業者等からの推薦」と「自ら応募」の２種類の方法があります。
推薦、応募をされる方は、所定の様式に必要事項を記入の上、令和２年１０月９日
（金）まで、鶴岡市農業委員会事務局（藤島庁舎２階）又は各分室へ所定の書類を
提出してください。推薦・応募の方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
募集要項は、９月１日から、農業委員会事務局又は各分室で配布できます。また、
市のホームページ（http://www.city.tsuruoka.lg.jp/）でもご覧いただけます。

※推薦・応募の中間状況、最終結果につ
いては、市のホームページで公表します。
推薦・応募のあった候補者の中から上
記人数を選考します。その選考結果に
ついては１１月上旬に通知します。
　詳しい内容については鶴岡市農業委員
会事務局へお気軽にお問い合わせくだ
さい。

募集内容
募集人数
報　　酬
主な業務

要　　件

３１人（担当地区があります）
４０，０００円／月
農地の利用調整、利用状況の調査等を行い
ます。
農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有
し、業務を適切に行うことのできる者
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加入して
います 農 業 者

年 金羽黒　猪俣新田
五十嵐 孝章さん
　　　　     （30歳）

く
勧
め
ら
れ
、
国
民
年
金
だ
け
で

は
将
来
不
安
だ
っ
た
し
、
補
助
が

あ
る
う
ち
に
加
入
で
き
て
良
か
っ

た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
休
日
は
趣
味
の
バ
イ
ク
や
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
で
息
抜
き
を
し
て
、
仕

事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
い
る
と
い
う
五
十
嵐
さ
ん
。
今

後
は
、
新
し
い
技
術
や
機
械
を
導

入
す
る
こ
と
で
自
動
化
や
省
力
化

を
図
り
、
様
々
な
品
種
の
水
稲
栽

培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
金
野
匡
良
推
進
委
員
）

　
専
門
学
校
卒
業
後
、
平
成
23
年

に
就
農
し
、
お
父
さ
ん
の
も
と
で

農
業
技
術
を
習
得
し
な
が
ら
、
庄

内
柿
の
集
団
防
除
や
ヘ
リ
防
除
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら
冬

期
間
は
庄
内
柿
の
剪
定
班
に
入
り
、

技
術
を
磨
き
な
が
ら
伝
統
の
技
の

継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、
な

ん
と
な
く
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、

最
初
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
地
元
の
農

業
委
員
か
ら
「
積
み
立
て
方
式
で

安
定
し
て
い
る
し
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
確
定
申
告
の
時
、
保
険
料

が
全
額
控
除
に
な
る
か
ら
」
と
強

　
羽
黒
地
域
の
猪
俣
新
田
に
住
む

五
十
嵐
孝
章
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん

と
共
に
、
水
稲
10
㌶
の
作
付
け
と
、

庄
内
柿
１
㌶
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

こんな農
地を見か

けたら

農業委員
会へ

お知らせ
ください

！

　農業委員会では、荒廃農地や違反転用
箇所の把握のため、毎年「農地利用状況
調査」を実施しています。
　・草が生い茂り害虫の発生が心配
　・歩行や通行の妨げになる
　・動物が住み着いている
　・ゴミの不法投棄
　こんな農地を見かけたらお知らせくだ
さい。地元の委員が現地を確認し、解決
策を考えます。また、農地を農地以外の
ものにする時は、必ず農業委員会の許可
が必要ですのでご注意ください。

樹園地でお困りの方は
いませんか？

伐採する前にまずはご相談ください！
詳しくは、農業委員会櫛引分室
TEL57-2114（内線 271）まで。

相続したけれど
作れない

高齢にな
ったので

作れない

樹園地を借りてみたい！

樹園地を
借りてみたい！



4農委広報もっしぇのー 令和２年９月号

分散したほ場に

困っていませんか？

　農業委員会では、担い手間の話し合いを通じた耕作地の交換を積極的に進めています。話し合い
には地元の農業委員・農地利用最適化推進委員も同席します。交換が成立したら所有者の同意をも
らい、農地の権利移動の手続きを行います。分散した農地の解消を図りたいと考えている担い手の
みなさん、まずは農業委員会へご相談ください。

耕作者の
みなさん

藤島の八栄島地区で「耕作地の交換」が行われました！
　農地集約モデル事業として藤島地域で情報交換会を開催し 3年が経過しました。
　当時、自分も推進委員になったばかりで、面白い取り組みが始まったなと思って
いましたが、まだ広まったといえる状況ではありません。
　離農の相談を受け、耕作してくれそうな人が見つかっても、「ほ場が遠くて回りきれない、あそこ
は土地が悪い」など、マッチングするのに苦労しているのが現実です。近年、離農する人が増え、
１経営体が担う面積が増えている中で、点在したほ場が多いと作業効率が悪いため、実際「耕作地
の交換」をしてみたいと考える担い手は少なくありません。委託する人、耕作する人、耕作者同士
が理解し合い、地域農業を共に良くしていけるよう、地元の委員に気軽に声をかけていただき、農
地の集約化に協力していただけると幸いです。（石井光明推進委員）

耕作地の交換が実現した方のお話

農業法人「田和楽」
奥山 康光さん

農業法人「米の里」
斎藤 弘之さん

点々としていた耕作地をなん
とかしたいと以前から思って
いたので、所有者の方々から
もご理解いただき話がまと
まって良かったです。機械の
移動に時間が取られないので
仕事の効率が全然違います。

庄内の農地を
　　みんなで守りましょう！

ほ場条件が違う場所もありま
したが、団地になっている方
が肥料設計も変えられますし、
それなりの管理ができます。
作業が断然楽になったのでメ
リットの方が大きいですね。

中間管理
事業をご利

用
ください

農地中間管理機構に農地を貸し付けた場合、
要件を満たせば協力金が交付されます

（１）経営転換協力金 ～個々の農家に対する支援～
機構に農地を貸し付けることにより、農業部門の減
少により経営転換する方、リタイアする方、農地の
相続人で農業経営を行わない方
2019～21年度　1.5万円／10a（上限額50万円／1戸）
2022・23年度　1.0万円／10a（上限額25万円／1戸）

（２）地域集積協力金 ～地域に対する支援～
①集積・集約化タイプ
地域内の農地を機構に貸し付け、担い手への農地集
積・集約化を図る場合に交付されます。
機構の活用率により、1.0～2.8万円/10a

②集約化タイプ
地域内の農地を機構に貸し付け、担い手同士による
耕作地の交換等で農地の集約化を図る場合に交付さ
れます。
機構の活用率により、0.5～1.0万円/10a

貸付期間や集積・集約割合等その他要件あります。
詳細はお問い合わせください。
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研修生への突撃インタビュー！！

で
経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
店
巡
り
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

―

将
来
ど
の
よ
う
な
経
営
を
目
指

し
ま
す
か
？

大
塚
さ
ん
前
職
が
Ｉ
Ｔ
関
連
で
し

た
の
で
、
そ
の
技
術
や
知
識
を
用

い
て
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ

た
経
営
を
し
た
い
で
す
。

小
池
さ
ん
適
地
適
作
が
重
要
と
学

ん
だ
の
で
、
そ
の
土
地
に
合
っ
た
、

消
費
者
の
需
要
の
あ
る
作
物
を
栽

培
・
販
売
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
経
営
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

芳
賀
さ
ん
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う

な
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

―

鶴
岡
市
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に

担
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

大
塚
さ
ん
年
々
農
業
を
や
る
人
が

減
っ
て
い
く
の
で
、
若
い
人
が
自

分
で
も
で
き
る
か
も
？
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

い
、
鶴
岡
市
の
農
業
を
よ
り
発
展

さ
せ
た
い
で
す
。

小
池
さ
ん
鶴
岡
の
農
業
従
事
者
と

し
て
地
元
に
根
差
し
た
農
家
に
な

リ
ー
フ
等
の
栽
培
を
学
ん
で
い
ま

す
。
初
め
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
収
穫

し
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

芳
賀
さ
ん
講
師
に
よ
る
座
学
と
ほ

場
で
の
実
習
が
あ
り
、
田
植
え
機

を
実
際
に
動
か
す
研
修
が
楽
し
か

っ
た
で
す
。

―

今
後
学
ん
で
み
た
い
こ
と
は
？

大
塚
さ
ん
枝
豆
を
実
際
に
栽
培
し

て
み
た
い
で
す
。
新
規
就
農
に
あ

た
っ
て
の
資
金
計
算
や
経
営
術
も

学
び
た
い
で
す
ね
。

小
池
さ
ん
野
菜
づ
く
り
に
は
土
壌

が
重
要
だ
と
学
ん
だ
の
で
、
さ
ら

に
深
く
勉
強
し
た
い
で
す
。

芳
賀
さ
ん
土
づ
く
り
と
経
営
に
つ

い
て
も
っ
と
詳
し
く
学
ん
で
い
き

た
い
で
す
ね
。

―
余
暇
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

大
塚
さ
ん
週
末
は
農
家
イ
ン
タ
ー

ン
と
い
う
形
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
行

っ
て
い
ま
す
。
作
物
に
よ
っ
て
栽

培
方
法
や
作
業
内
容
が
異
な
る
の

で
勉
強
に
な
り
ま
す
。
た
ま
に
ド

ラ
イ
ブ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
し
て

い
ま
す
。

小
池
さ
ん
家
庭
菜
園
で
野
菜
の
世

話
を
し
た
り
、
地
元
の
農
家
さ
ん

―
な
ぜ
農
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
た

の
で
す
か
？

大
塚
さ
ん
自
分
で
作
っ
た
も
の
を

売
っ
て
、
直
接
購
入
者
か
ら
生
の

声
が
聞
け
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。

小
池
さ
ん
以
前
よ
り
農
業
に
興
味

が
あ
り
、
栽
培
技
術
や
経
営
を
学

べ
る
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
一
か
ら
勉
強

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

芳
賀
さ
ん
ま
ち
づ
く
り
や
土
地
利

用
、
土
地
開
発
に
興
味
が
あ
り
、

農
業
が
有
効
な
手
段
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

―

ど
の
よ
う
な
研
修
が
あ
る
の
で

す
か
？

大
塚
さ
ん
実
践
研
修
で
は
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
メ
イ
ン
に
、
米
や
ベ
ビ
ー

り
た
い
で
す
。
鶴
岡
の
野
菜
・
果

物
は
美
味
し
い
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

芳
賀
さ
ん
耕
作
放
棄
地
や
後
継
者

が
い
な
い
土
地
で
農
業
を
行
う
こ

と
で
、
次
世
代
へ
価
値
あ
る
も
の

を
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　旧いこいの村庄内の跡地に、今年4月、鶴岡市立農
業経営者育成学校SEADSが開校しました。“研修終
了後、鶴岡市で就農する意志があること”が応募要
件の一つとなっており、地域農業の担い手を育成す
る拠点施設として、農業委員会としても大いに期待
しているところです。今回は、そんな今話題の
SEADSで研修生３人にお話を聞いてきました。

前居住地
東京都

前居住地
千葉県

前居住地
大阪府

有機農業を中心に経営に必要な全てを学ぶ2年制
の学校。全国から研修生を集め、将来の担い手の
育成・確保を目指している。市と関係機関が連携
し、就農準備から経営のノウハウまでを一貫して
支援する。現在第2期生募集中。詳細はSEADSウ
ェブサイト（https://tsuruoka-seads.com/）。

芳賀弘康
さん

小池知広さ
ん 大塚健史さん

シーズってなん
だや？

なにしてんなや？

　
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
持
ち

意
欲
的
に
学
ぶ
研
修
生
の
姿
に
、

「
お
ら
ほ
の
こ
れ
が
ら
の
農
業
は

明
る
い
の
！
」
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
卒
業
生
た
ち
が
将

来
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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鶴岡市農業委員会事務局
〒999-7696 山形県鶴岡市藤島字笹花25（鶴岡市藤島庁舎内）　☎64-5868・64‐5860（直）　FAX.64-5846
○鶴岡分室 25-2111㈹　○羽黒分室 62-2527　○櫛引分室 57-2114　○朝日分室 53-2117　○温海分室 43-4616
http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html
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　山あいの傾斜地に階段状に作られた棚田。 いつ
までも守っていきたい農村の原風景です。
　市内には、「やまがたの棚田20選」に認定されて
いる美しい棚田が４か所あります（櫛引/𣗄代、朝
日/大網、温海/暮坪・越沢）。 ぜひ訪れてみてはい
かがでしょうか。

新規就
農者の

みなさ
ん！ 農地の確保を
　サポートします！

　これから農業を始めようとする方にとって、農地
の確保は大きなハードルです。農業委員会では、農
地の借り受けを希望する新規就農者に、あらかじめ
登録してある支援農業者を仲介する「アグリランド
バンク」事業を行っています。
　支援内容、条件など詳しくは農業委員会へご相談
ください。

農地の貸付けに協力してくださる
支援農業者・団体（８月末現在、敬称略）
■(有)鶴岡協同ファーム（鶴岡・民田）
■(株)アシスト（鶴岡・本田）
■(有)田和楽（藤島・小中島）
■上新田農事組合法人（藤島・長沼）
■井上農場　代表　井上　馨（藤島・渡前）
■(株)ハグロファーム（羽黒・川代）
■(農)あさひの輝き・まんてん（朝日・東岩本）
■(株)あつみ農地保全組合（温海・湯温海）

『もっしぇの～』が全国コンクールで特別賞受賞

　実りの秋を迎え、本来ならば心躍るとこ
ろですが、今年はコロナウイルスの感染拡
大や豪雨災害により経済活動が低迷し、そ
の影響は長期化を呈しています。コロナウ
イルスと気候変動が重なると一体どうなる
のでしょうか？日々の農作業を粛々と進め
ながらも、「鶴岡市の農業」が持続的で力強
く在り続けるために、今一度考える時期が
来たのではないでしょうか。

（金野匡良推進委員）

　全国農業会議所・全国農業新聞が主催する第26回農業委員
会だより全国コンクールで、本市農委広報が「全国農業新聞特
別賞」を受賞しました。取材にご協力いただいた方、ご愛読い
ただいている皆様にこの場をお借りして御
礼申し上げます。今後も農家の皆さんの身
近な情報誌として、わかりやすく親しみや
すい広報を目指していきます。

（太田裕徳編集委員長）

TSURUOKA TANADA PHOTO

鶴岡の棚田 －朝日・大網－

6月26日、渡部会長が表彰状
を受け取りました。

あとがき

▶毎週金曜日発行
▶月額 700円（税込）
▶申込みは農業委員会へ

農業・農政の動きを週１回タイムリー
にお届け！経営と暮らしに役立つ情
報満載！身近な話題も地方版で！

こんな

メンバー
で

作ってま
す


